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要 旨   

本稿の目的は1歳7ケ月の幼児が入浴に対して形成した恐怖症の成立とその解消の経過を報告することで  

ある。恐怖症の成立過程は行動主義心理学の提唱者のワトソンらの古典的な実験と類似していた（注1）。ま  

た、治療過程は、これも有名なM．C．ジョーンズやベントラーの取り組みときわめて良く似ていた。そこ  

で、これらの先駆的な研究を参照して、この事例を報告することになった。  

るいは「髪を洗うことをしないから、」と説明してもムダで  

あった。一種の恐怖症である。恐怖の対象は浴室とお風呂  

である。発生原因はシャンプーが目にしみたときの苦痛・  

急激な恐怖と浴室・風呂に居ることの、時間的■空間的接  

近による連合により、本来は中性的及至快適な対象であっ  

た浴室と風呂が苦痛と恐怖を帯びてしまったこと、つまり  

古典的条件付けの原理で説明される。  

これを聞いて（電話で相談を受けて）想起したのはベン  

トラー（1962）の事例である。問題の形成過程が類似して  

いる。そこで、対処の仕方も類似したやり方をとると良い  

と直感した。ベントラーの事例を復習してみよう。  

問題の発生  

M男（1歳7ケ月）は父親（30歳）、母親（30歳）、弟（生  

後20日）、祖父、祖母と同居していた。母親は2番目の子を  

出産して間もなく、本児の世話は祖母がすることが多い時  

期だった。暑い時期のため、広い庭で、ミニプールを出し、  

同じ敷地の別棟に住む3歳半の従兄のS介が良い遊び相手  

であった。  

8月のある日の夕方、父親とM男は一緒にお風呂に入っ  

ていた。以前には母親が一緒に入浴させ、父親もしくは祖  

母が補助することが多かったが、この時期は母親が第2子  

を出産し、退院して間もない時期であったので、父親と入  

浴するようになっていた。父親はM男の頭髪を洗うため、  

幼児用のシャンプーが切れていたので、大人用のシャンプー  

を使用した。その洗髪の途中でシャンプーがM男の目に入っ  

たようだ。M男は金切り声を挙げて大暴れをしてもがき、  

逃れようとした。急いでM男の髪に湯を流して、祖母がバ  

スタオルで受け取るとしばらくして泣き止んだ。   

問題に気がついたのは翌日の午後だった。晴天の中、庭  

で遊んで填まみれになったので昼寝の前に入浴させようと  

すると、金切り声を上げて泣いて嫌がり、お風呂場へ入る  

ことに抵抗した。やむを得ず、濡れタオルで体を拭いてお  

しまいにした。このように、浴室と風呂に入れようとする  

と、火がついたように泣き喚いて嫌がる状況が強固である  

ことが翌々日も確認された。怖がらなくても良いこと、あ  

ベントラーの事例  

約11ケ月の女児・マーガレットは小さいスイミングプー  

ルの中を嬉々としてヨチヨチ歩きをして、明らかに喜んで  

水浴びをし、オムツ替えのときに洗われることを嫌がるよ  

うなことは決して無かった。母親が仕事に出かけるため、  

数日間ベビーシッターから日常のケアを受けた。この時期  

の終わり頃、母親がバスルームでマーガレットを入浴させ  

ようとした。最初の数分間、マーガレットは楽しそうだっ  

た。バスタブの中で立ち上がろうとして滑って転び泣き叫  

び始めた。激しくもがいて入浴を嫌がり、母親は彼女をバ  

スタブから放さざるを得なかった。   

翌日以降の数日、明らかになったことは、マーガレット  
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がバスタブ、蛇口、桶の水等に激しく反応する（拒絶反応  

をする）ばかりでなく、タライで洗われること、家の中の  

どこの水道の蛇口に同じく反応することが明らかになった。  

バスタブの中で滑って転んだこと、およびこのほかに不明  

の先行状況（たとえば、ベビーシッター）、あるいは、付随  

する出来事（たとえば、顔についたセッケン）が広範囲の  

場面でのマーガレットの大きな情動的な反応の変容を生じ  

たことが明らかだった。  

隆章  

とが無かった。1歳5ケ月になっても変わらず、回復が永  

続的であることが確認された。  

M男に対する処置  

筆者の教示を受けて、M男の家族は翌日、M男をムリに  

浴室へ入れることはせず、庭にビニール製のミニ・プール  

を広げて、そこで頭から水を掛けてほこりを落とし、タオ  

ルで体を拭うだけにとどめた。翌々日はこのミニ・プール  

に水を入れて、オモチャの船や魚を浮かべて、遊び仲間の  

S介に先に入ってもらった。そして、彼から「Mちゃん、  

おいでよ！」と誘うようにしたところ、M男は7kを怖がる  

ようなこともなく、一緒に入って、水遊びを楽しんだ。次  

の日とさらに次の日も、入浴させず、このプールで遊び、  

終わる前に少し石鹸をつけた洗い布で体をこすって洗うこ  

とをした。   

浴室に入れたのは「事件」から6日後だった。S介が先  

に浴室に入り、ミニ・プールでいつも使ったおもちゃを揚  

の張ったバスタブに浮かべて大声を出して遊んだ。その後、  

M男に声をかけて誘った。M男はすこし躊躇している様子  

だったが、浴室に入り、祖父に衣服を脱がされてバスタブ  

に入れられても嫌がらなかった。翌日もS介と一緒に入浴  

し、3日目には祖母と2人で入浴できた。4日目以降は以  

前と変らないで普通に入浴するようになり、父親とも入浴  

できることも確認された。  

幼い子どもが通常は怖がらない対象、もしくは他の子ど  

もたちにとっては快適に思う対象に対して示す恐怖を取り  

除く方法に関して最初の系統的な研究は、M．C．ジョー  

ンズ（1924）である。彼女は次の7つの方法を試みている。  

この中で、「直接的条件付け」と「社会的模倣」を除く4つ  

の方法は、時として効果的であるが、他の方法と組み合わ  

せて使用しないと十分でないことを見出した。  

1．言葉による訴えかけ  これは幼児に言葉で働きかけ  

ることである。ウサギを怖がる4歳の女児に、一日10  

分間ずつウサギについて会話を持った。ピーター・ラ  

ビットの絵本、ウサギのオモチャを導入した。しかし、  

生きたウサギを見せると、飛び上がって泣いた。説得  

されると、実験者が抱えているウサギにいやいや触っ  

たが、床にウサギを置くと、「あっちへやって」といい、  

自分で部屋から逃げようとした。  

2．消極的な順応  実験的消去の原理による。なじむこ  

とによって慣れさせること。これは恐怖の対象を繰り  

返して提示し、恐れを感じなくしようとすることであ  

り、ある動物が自分に噛み付くと警戒して怖がる子ど  

もに、大人が付き添って動物に接近させ、かまないこ  

とが納得できて、恐怖心が克服される。しかし、時に  

は反復提示が恐怖を増幅することもある。  

ベントラーの事例における処置  

この条件付けられた恐怖、つまり、恐怖症、の治療のた  

め、マーガレットの母親が方法の教示を受けた。ただし、  

大まかに適用する処置の仕方である。基本的ルールはマー  

ガレットに対して恐怖刺激を少量提示する、ということだっ  

た。   

マーガレットに対する治療は4つの部分から成り、約1  

ケ月継続した。第1のステップでは、空のバスタブにオモ  

チャが置かれ、マーガレットは自由に浴室とオモチャにア  

クセスできるようにした。彼女は時々、浴室に入り、バス  

タブからオモチャを取ったが、バスタブの近くに居ようと  

せず、タブに寄りかかっているときオモチャで遊ぶことは  

嫌がった。洗おうとすると、依然として泣き叫ぶのは続い  

たが、タブに対する情動は弱まっているように見えた。   

2番目に、マーガレットは台所の流し台を囲むキッチン  

テーブルに2回置かれ、流し台は水を満たし、その水の上  

にオモチャを浮かべておいた。初めのうち、水の近くだと  

彼女は金切り声を挙げた。テーブルの上ではオモチャで遊  

び始め、これらのオモチャが徐々に水の中に動かされて、  

遊ぶためには移動しないといけないようにした。彼女は水  

に入るのを拒んだ。全部のオモチャがタライの反対側にお  

かれ、タライの上の棚に置かれ、オモチャを取るためには  

タライの水の中を歩かざるを得ないようにした。彼女はし  

ばらく蹄躇していたが、いやいやながら、水に入った。お  

尻が濡れたとき、ちょっと泣いた。台所の流しでの経験が  

マーガレットを水に対する恐怖をやわらげた。   

3番目のステップはオムツが換えの時に、マーガレット  

を浴室の流しで洗うことであった。彼女はお気に入りのオ  

モチャを渡されて遊び、初めは泣いたが、やがて、キヤツ  

キヤという嬉しそうな声を出す笑顔が流しの上につるされ  

た鏡に写っていた。彼女はまた、水で遊ぶのを始め、庭の  

スプリンクラーでも遊び始めた。   

4番目、最終ステップはマーガレットをオムツ換えの時  

に水を流したタライで洗うことであった。最初は泣いて嫌  

がったが、母親にしっかり抱かれていることにより、2日  

経過すると、泣くことが無くなった。   

1歳と4分の3ケ月の時、マーガレットは完全に回復し  

て、入浴するとき、普通に、そして、やや注意深く遊んで  

いた。家中の蛇口、タライ、バスタブ、水に恐怖を示すこ  
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3．不使用による除去  怖がる対象から隔離しておくこ  

とにより、恐怖の記憶が忘却されるように消去される  

ことをさす。しかし、ジョーンズは効果を見出さなかっ  

た。  

4．押さえ込み  他の子が怖がらない対象を怖がる子ど  

もに対して、あざける、バカにする、叱る、というこ  

とが、家庭・学校・遊び場等でなされる。恥の感覚に  

より、恐怖の表出を抑制するが、恐怖感を解消するこ  

とにならない、とジョーンズは述べる。  

5．気を紛らわす  恐怖対象とは別の活動を与えること  

で、便利な、そして頻繁に使われる方法だという。赤  

ちゃんが安全ピンをつかんでいるとき、他のオモチャ  

に注意をそらして、危険なピンを取り去るというよう   

なやり方だ。これは誰でも知っていてこれを恐怖にも   

応用する。しかし、これは、子どもの注意を別の対象  

に向かせて恐怖感を一時的になだめ落ち着かせること  

ができても、永続的な解決にならないという。  

6．直接的条件付け  ジョーンズはこれを「恐怖対象を   

快適な反応を生ずる刺激と結びつける手続き」と称し  

ている。食欲を用いることがもっとも有効に見えると  

している。食べ物を欲しているとき、子どもを高い椅  

子に置いて食べ物を与える。恐怖の対象を子どもが恐   

れるけど、食べる行為を妨げない程度の距離に提示す  

る。そして、段階を追って徐々に近づけて、やがてす  

ぐ近くまで接近させて触れるまでに近づける。ジョー  

ンズの被験者のピーターは2歳10ケ月のときから開始  

して、一日一回、もしくは2回行って、約2ケ月かけ  

て、怖がっていたウサギを怖がらなくなり、ウサギと  

遊ぶようになった。  

7．社会的模倣  ある対象を怖がる子どもに、他の子ど  

もが怖がらずに、むしろその対象に好意的に振舞うの   

を見させる手続きである。30ケ月（2歳半）のボビー   

は他の2人の女児と一緒のときにウサギを提示される。   

ボビーは「やだ、やだ！」と泣いて、実験者にウサギ  

を遠ざけてくれるよう求めた。しかし、2人の女児が   

喜んでウサギに駆け寄り話しかけるのを見ると、すぐ  

にウサギに興味を示し、怖がりながらも一緒に近づい   

て行った。ただし、ジョーンズは逆に、社会的模倣に  

よって恐怖感が形成されることもあるという事例も記  

述している。  

のにも拒絶反応を示したのに対して、ベントラーの方は浴  

室やバスタブに対してよりも水に対して恐怖が向けられて  

いる。般化も広範閻にわたっている。M男の方はS介とい  

う遊び仲間が重要な役割を演じているように見える。ジョー  

ンズのいう「社会的模倣」の要因が見て取れる。ベントラー  

の事例では周囲に大人しか登場していないが、自分と年齢  

が近い子どもが水と入浴に恐怖を示さず、嬉々として行動  

しているのを見ると、影響を受けやすいだろう。バンデュー  

ラらのモデリングの研究に於いて、大人のモデルよりも子  

どものモデルの方が模倣が生じることが検証されている  

（Bandura，A．1965，1972，Kagan，J．1958）。   

ジョーンズが「市按的条件付け」と呼んだメカニズムを  

ベントラーは逆制止と呼んだ。内容的には同じと見られる。  

ジョーンズの述べた直接的条件づけは「措抗条件付け」と  

も言われる原理である。ウサギを怖がるピーターが母親に  

抱かれて好物の食べ物を食べている場面で、部屋の隅に金  

網の檻に入ったウサギを見せられる。母親に抱かれている  

ことと、好物を食べていることにより、その怖さに負けず  

に済む。日にちをかけて徐々に恐怖の対象を近づけて、よ  

り強い恐怖に耐えられるようになって行く。楽しい経験と  

ウサギとが新たに結びつけられ、当初怖い対象だったもの  

が快適な対象へと変化するとも見なされる。徐々に恐怖の  

対象を近づける過程は「系統的脱感作」の手続きと同じで  

あり、内山幸久雄らによって登校拒否児の治療のテクニッ  

クとして考案された継時近接法にも通じるものである。そ  

こで、今回のM男にたいする処置をベントラーと同じく、  

ここでは逆制止と呼ぶことにする。  

注1．ワトソンら（Watson＆Raynor1920）は幼児に条  

件づけにより今まで怖がらなかった対象に対する恐  

怖を形成する実験を行った。11ケ月のアルバートが  

白ネズミを怖がらないことを確認し、また、背後で  

長さ4フィート、直径4分の3インチの鋼鉄の棒を  

ハンマーでたたくと怖がることを確認した。次に自  

ネズミを提示すると同時に鉄の棒をハンマーで打ち  

急激に大きな音を聞かせる。この対提示を7回行っ  

た。すると、白ネズミだけを提示しても怖がるよう  

になった。この自ネズミに対する恐怖は永続的であっ  

たが、この怖い経験をした部屋、テーブル、テーブ  

ルの上のブロックには転移していなかった。そして、  

条件つけられた情動反応は、犬、毛皮のコート、サ  

ンタクロースの仮面に対しても般化が見られた。  
考 察  

今回のM男の事例とベントラーの事例およびジョーンズ  

の事例と比較考察をしてみよう。   

まず、ベントラーの事例に比べるとM男の症状の形成過  

程が似ている点がある。ただ一度の対提示により、恐怖が  

しっかりと形成されている点だ。恐怖心の強さは、ベント  

ラーの方が強固であったろう。しかし、M男が浴室そのも  
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